
昭和研究会については)

とつとして一

A Studv on the SHIYOUW AKENNKIYUUKAI (1) 

はじめに

近年の「不作JI不況Jそして、 f守三戦jの言葉

から、 1930年代(昭和初期)を思い浮かべるこ

とは、今や時代錯誤であろう。

時代錯誤は、付時に、戦後という時代に生まれ

育った者による、社会福祉学の理論形成過程追究

という挑戦に、ひとつの限界を与える。

限界という告己認識のもとでの昭和研究会の概

る。大きな誤解と不適切

れることを恐れている。先学のご教示をお願いし

たいと念じている。

1 昭和研究会と農山漁村問題

Jf:二:郎

かっ

ちは、

ない

くがよしせと

る。そして、「前にも)Lsべたように、

まれた問内背景の一つには、農村の窮乏が大

あったことを明らかにする。
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いtHされる。 (P23)を

の子は年ごろになると、みんな外に働きに出され

る。JI子どもが増えると暮らしに摺るので、(略)

トメとかヤメとか命名する、というようなことを

そこできいたι
淡谷悠威

かで、

神

ゐ本 んとか員!?人i什体の人々もあっまって、

りの真相をきいてくれたりしたのだが、中央仁

1z~えられている凶作というものは、かなりちがっ

も

立つはす=はなかっ

青森を

しかない。

A伐村長の玄に泊めてもらって、設~正くまでいろ

できないということであった。」
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P24) の現実を見た。

そして、「こういうふうに、私たちは初めて東

北の疲弊した農村を見て回って、青年将校の間で

革新が叫ばれ、十月事件や五・一五事件の起こる

士壌のあること、そうして、農村問題の重要であ

ることを痛感した。J(酒井『前掲書~ P24)と結ぶ。

「農UJ漁村問題」は、昭和研究会のみが関心を

持っていたわけで、はない。また、昭和研究会が単

独で解決できるほど単純でもなかった。

森徳久編著『帝園議合農村問題解説~ (1933) 

の中で、農林大臣後藤文夫は、「今日、我国策遂

行上に備はる最重要問題は、農山漁村の産業及び

その生活問題である。蓋し、画民の大半を占むる

農Lli漁村氏大衆の生活を安定せしむることなくし

て、我同策の安定はあり得なL、。(略)政府は、

第六十三議会及第六十問議会を通じて、鋭意これ

等の解決に努力し来ったが、此等の対策は凶民全

悼の協力と真の用解を侠つにあらさせれば到底こ

れが[1的の達成は至難である。しかるに今H、農

村問題はその複雑なると、更らに

/乃う至社会間題と閥聯に於て、その解決が却て凶難

であると共にその理解も容易でない。J(Pl)と、

その複雑さを指摘した。農[[/1漁村問題は、国策の

中心課題であり、幾度と議会で取り上げられるこ

とになる O

森徳久編著『第七卜」凶 第七十二回帝同議曾

農村問題~ (1937) は、「七十 A及び七卜:のrJij

議舎を通じて観たる近衛内閣農業政策の批判lであ

りJ(P8) の視点で編纂される。そして、「惟ふ

に今卜l有馬伯の存在は近衛内閣の園策逆行の強化

になくてはならぬ日仕 aの推進力とも言ふべく、殊

に|壇r家と民族興亡の基礎問題たる農村問題の解決
は伯の総論に負ふところ蓋し大なるものがある。|

(p406)を結語とし、期待する。

農山漁村問題は、社合教育舎編『更正農村賞

伊IU(1932) にみられるように、教育の問題でも

あった。

さて、昭和研究会の創設にあたって、蝋/L!政道

や東畑精ーを迎え、中心にすえることに対し、近

衛文磨と後藤隆之助の意見が-致したのは、農村

問題解決が重要であったことを示す。後藤は、こ

の経緯について、附和同人会編著『昭和研究会』

(1968) に所収される対談の中で、「ぼくは日本
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青年館に十何年かおりました。そのあとで大日本

連合青年団というのができた。J1日本青年館にい

たときに新渡部稲造先生を農村問題の研究会の委

員長に頼んだことがある。電話で頼んだら『よし

承知した』といって電話の話で引き受け、委員長

をずっとやってくれました。そこへ那須崎、ある

いは、東畑精¥蝋山政道とかいう、年の若い、

農村に関係のある人たちが来て研究する姿をみて

いて、なかなか蝋山という人は年が若いけれど

も、頭のいい人だということをつねづね関心して

いました。この蝋山さんを相手にしていこうとい

うので、近衛公と:人で、軽井沢の、蝋山さんの

別荘を訪ねて、蝋山さんの賛成を求めた。J(P8) 

と語る。

そして、那須時、束畑精ーも昭和研究会に加わ

ることになる。東畑は、その後内閣調査局専門委

員 (1内閣調査局官制、昭和十年五月十一日、勅

令第百十九号J) として農村の実態調査も行う O

東畑は、読売新聞社編『昭和史の天皇 17~

(1972) の中で、「吋時、東北地方の大凶作が問

題になって、そのことについて後にわたしは『農

村問題の諸相』という本を書いたんだが、その中

でわたしは東北の凶作はふだんが悪いという議論

を書きました。つまり、東北は寒いから困るとい

うが、東北が寒いのは神武天皇以来のことで、そ

れに応じた対策があるはずです。まあ一年限りの

大きな事件で凶作になったというなら災害といえ

るかもしれないが、ただ寒し、からどうのなんて、

こんなパカなことはないといったんです。東北の

冷害といったって太平洋岸なんですからね。秋田

や山形は安定しているんですから。それに太平洋

岸の冷害は五年に 'llJJの割合で、くる。これは徳川

時代から変わらない。つまり、四年間の収穫で五

年間食うという結果になってくる。それで保険と

いう問題が出てくるんだが、それができてないと

いうことなんです。J(P130) と、農山漁村に必

要であろう公的保険未整備の指摘を回想する。

しかし、東畑が安定しているという山形には、

松田甚次郎が『士に叫ぶ~ (1938) の中で言うよ

うに、「昭和七年来随分と農村更正の替は叫ばれ、

これに引繍き昭和九年来、東北農村救済の聾:も亦

盛んに叫ばれたが、農村は日に、哀へ、東北農民

は未だ、救はれないのである。『農村よ、何処へ



U{{ギ!I研究会については)

くJ これは余りにも久しし
であり、誰しもさう思ふことであろう O

にあるのか。

もうなす怠ける。J(P37U現実があっ

おける窮乏は、自然(間作)、制産 U:二
、経済(収入入国(施策)、そして、人と慣習が

慢雑にからみあう結果であったのか

2.昭和研究会の機講と性格

よって女官ることができる。

イ哉の著書と

1932年(昭和7) 

5・- 後藤路之助、ノ連その他ι外道

1933年(昭和船

6・6 後藤降之助帰国

9・-

12・-

1 
O 

19341:手

5・17

8 • -
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f
I
 

i
 i
 

-荒本

他

開催、

多

転

19~)6 年

11- 昭和研究会、その設立の趣告を明ち

かにし、幹事、常任委員および委員を

12・- ム
エ、

}:; 
l!:: 

発表

lち37

幹

10・l 昭和研究会の前身後藤事務所設壁、

く 6・

る

10・19 合、教

城戸幡太郎その他(従来青年会館にて

1き

ついだも

10・20

11 -7 

11・25 昭和研究会、 催問

6・-

7 --

7・-

10-

事風見章

際収支間賠を報告

強
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10・一昭和研究会、対支政策の基調決





|昭和研究会について(])

労{動薪体鵠概論を発表

11・一 昭和研究会、東亜経済ブロックの基

(東亜政治研究会〉

12・一 昭和研究会、日米関係と 9ヵ

処煙Jj針発表(外交研究会〉
12・一 昭拘研究会、地方観葉改革綱領を

1940 (昭和

2・一 昭和研究会、食料政策の大綱を発表

2・一 昭和研究会、我国配給機構改革試案を

3・一 昭和研究会、

具体的方壌を発表

3・一 昭和研究会、後藤隆之助・平貞蔵ちに

5・一 昭和研究会、~tJlS新中央政権と通貨対

ロック経済研究会)

6・… 昭和研究会、政治機構改新大鱗を発表

(政治機能研究会)

7・ 昭和研究会、

8・一 昭和研究会、け本経済再編成試案を発

表

8・-
9・-

10・

11・-

1911 (H{1和

10-… 

朝司

8)年 12月には、

の、 193:1

氏ら 近衛文磨弐が政権を相

当する持のための政策準備という醗究会の色彩が

1936 (H召不1111) 

には、

載。 1940

会解散。 ま J (P225) 

には、「興

よ、との議論と、政治性をなくして

の:潮流があり、有馬頼寧事務局長、後藤降

してい

して r大東
A案を決定。J

『昭和研究会jの「まえがきj

したのは、

が過

雫

七力年ではあったが、この波漏怒、持

って、国の将来を憂える若し

:'[1名が集まり、同策の研究に挺身したトft
体であった。J(Pl) 

あった」ことを語りつつ、

「一つは、後難降之島Jりさんがi昭和八年八月だった

と思うんですけれども、私が軽井沢にいっており

ましたときにたずねてごられました。(略)やは

んのととを考えておられたんじゃな

としながら、「私としてはこ

って、日本のi斗策につ

とと、毎週一[ul会会することを決めた。

まった人びとの多くは、近衛に近い友人で、いず

れ近衛が政権を相当する

ために政慌を用意しておとうという気持ちが強

かった。しかし、路上関口泰から、 fこの研究会

ためにやるのかどうかりここに
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とい

各1'1が 論界等各方面の意J志を苑分に疏諭せしめ、その経

って集まることになっ 験と識克とを打って 1しとし、針;舟的|お)Jを以て

賓の闘策樹立にるべき研:究機闘の設罷を急務とす

った。 る。之れ行人が此度昭和研究内を設なせる所以で

の間の昭和研究会の調査研究 ある。 昭和十介:トナjJとし、続けて、常任委

を越える。 員、後藤文夫、後藤階之助、高橋範吉、東

:木清ら 14名。委員、行黒忠鰐、大河内 11-:

敏、蝋山政道ら 21名の名前を連ねる。

6ページには、「昭和研究曾事業要綱j

それは、

一、非常時局を閥滑に収拾い

設展を期すため、外交、間

3 昭和研究会の研究成果

昭和研究会の各陣研究成果の取り扱いは、酒井

『昭和研究会Jlによれば、ほぼ、三通

りあったとされる。
4
2品加

PR 
多方面に配布Jされる研究会の成果は、

究曾出版物品~í凶曾師長期J にしたがって、「配頒合

に配られた。

『昭和イ働五年度研究大綱Jl(1940年)は、 )1:売

品扱いであり、昭和研究会としては、配布する般

後の『大綱Jとなった。

30ページからなる f昭和1備五年度研究太綱』
は、目次の次に「昭和研究曾設立総J意書lを掲げ

る。

三つ

台、教育、行政等の各分野に:亘り、

とする。

は、

き、支那事機勃線

以降に於ては東亜新秩序態設の為め内外諸般の政

策につき其の研究活動を集中し来ったのである

が、最近の現実政治料開部出に於ては、動もすれ

ば新秩序の図民的指標が見失はれ勝ちなるに鑑

み、本十五年度に於て(;;1:，府此の目標に向って

精力的研究を傾ft:せんとするものである。jから

はじまる。

10ページから 24ページは、「各研究部曾研究

コャスJの基本的課題と研究項目が紹介されてい

る。部会名と基本課題のみをヲ
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(7) 

昭和刷究会について

外交研究曾

基本課題

東血政治研究曾

日漏の政治的聯繋関係の研究j

基本課題「時撤支ブ口、ソクの観思よりする

本問土計童、特に産業及び人

配置許重立案の為の基本的研

究」

東亜経済研究舎

品本課題 f東亜薪秩序に於ける経済建設施

関して、 まとまった著者と

日残っているものは、次の三書である。J

とし、『ブロック経済に関する研究，~ ~長

期建設期に於ける我国労働政策~ U'労働新体制研

究』

4 昭和研究会と労働問姐研究会

け

の「長期建設期に

の論文を見ることが℃き

の位置と

基本課題「日本絹捕の再編成」 の研究課題としたい。)

財政金融研究舎

[現-r財政金融問題の基礎理論と
基本政策j で反対し、

持動問題研究禽 1938 (昭和 13)年 12n 20日と 21日の I東京司
基本課題「長期建設期に於ける我が関労動 日新開夕刊Jに患いた汗昭和地』の創設につい

である。

P329) 

基本課題「長期建設下の農業政策」 記事は、 IAt~和塾の活動も漸く軌道に乗ってき

文化研究脅 たゃうである。塾関係在の意向で、は極めてつつま

しく護足するつもりで、あったのであるが、各方面

ω社禽教脊研究舎 に意外な反響があったので京IJって驚いてゐるよう

基本課題|社曾教脊組織化問題」 な有様である。塾長は後藤隆之助氏、

これらの研究会は、研究項目として 3~8 を掲 述史、蝋山政道、補出邦f妻、大味惟精、

げ、なかには、税自をさらに 11に縮分化する研 永井松三、松井春生、後藤文夫、後藤蜂之助の諸

氏、幹事は制[[渚敏、!話崎秀寅、

雄、岸道三の諸氏てPあり、

これら研究会はその研究斜

了とともに一応解散し、事行吾擦の下で新た

くられる。もちろん、研究会によっては継

続しておこ在われるものもあるが、

了とともに解散される。したがって研究組織は変

更されることが多いが、しかし、研究委員との連 遂げつつあるO このやう

絡は不断に行われ、いつにても新たな研究に参加 を作るには従来の田定

ることとなっていて、こうした研究委員は官民 なったことは明かである。もちろん我々は決して

合わせてほぼ三百人に上がったJ 伊100) と解 型校教育が無意義であるなどと考へるのではな

その性質上輿へることのできぬもの

さらに、研究会の成果として出版された著書に は摺校に期待しなければならぬ。しか
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々で始めよう

ではないかといふので出来たものであ

(P329-330) と趣持と甘的を知らせた。

本質定{;き『昭和塾Jl(1978) は、「割といえ

若い人は学問塾、年輩者は戦時中イi繁華やかなり

し頃の国粋宇品義の塾を頭に浮かべるかも知れない

らく日

は、戦前、戦後を通じて唯 J の特異な存在であっ

たと思われる。」と「まえがきJで書く。

また、室賀は、昭和塾友会編 n~惣の昭和塾』

(1991)の中で、「社会科学という吉葉も使えな

タブーの社会主義に似た誌葉であ

とい

った

名の

りと、そ

ざて、?長期建設期に於ける我国労働政築Jは、

らつ「例首」を記載する。その第一は、「¥本

書は昭和研究曾勢働問題研究会曾の中間報告であ

る。 同研究禽は昭和十四年二月下記同査の t:を以

て構成せられ六丹迄大鰐隔週一回の曾合を以て研

以降毎

の5つめに、

に語り、

以来の虞撃なる努力に感謝すると共に、|高ほ今後

の精進を深く期待し懇請するものである。勢働問

題研究曾曾員(五十剖|悩)稲葉秀三氏 大河内一ー

男氏大津三郎氏風早八十二氏桐原保見氏

鈴木僧古氏八重樫運古氏 問村助次氏鶴島瑞

平井羊三氏 穂積七郎氏美濃口

りについて、

の岳む辻などにおいて当

~ 79 

時を語る。『社会政策四十年JJ (1970) は、司会、

隅谷三喜男の質問に答える形式を取ったものであ

田清さんなどと

ましたね。昭和

る我

る我国労働政策の基本動向Jという

ておられますが、この研究会に奉加された

戦時下の社会政策に対して今うかがったような関

心をもっておられたからで寸ね。この研究会はど

と質問する。

は近衛文府

してつくったも

いうのも変ですが一

も健在です。(略)との人は、ああいう

の人ですから、学問には関係がなかったのでしょ

うが、ただ、近衛在んの側近の一人でしたか

それを通じて近衛ざんから金が出ていたのでしょ

うし、戦争が何をどもたらすか、戦争遂行のために

らないか、

一応各人のイデオ

ま

いる、というのがこの研究会に参加した人たちの

共通の認識だったと思っています。J(Pl と

答える。さらに、「この研究会に参加した者は、

結局、戦争の長期化は避けられないだろうという

もっていたのですが、戦争が

、日本の経済、

などそ

く

、てみよう、ということで、いくつか

のグル…ブをつくり、関係者がいろいろな方面か

ら集まって検討して、 ドラフ卜をつくった。(略)

笠信太郎、三木清などというような人が、戒は艇

というふうにそれぞれの分野を担当

ち、たしか堀江品-さんが



昭和研究会について

きり いませんが私と賦半八 t--二さ

に出席のよかったほうでした

振り返る。

(P140) と

の『社会政業の基本問題』

に於ける我同労働政策の動

資本主義純資J我国に於け
会事業の現在及び将来j

など。そして、「改組後新たに研究所職員

となったものは穂積重遠博土の所長就任を始めと

して左の諸氏に互ってゐるO 参興 戸田貞二、大

内-男、城戸幡太郎、小野武夫、

(W社合事業~ (I939. PI02)誌、「社合事業研:究

とのかかわりを示す。

一方、昭和研究会は、 mゴルフ・スイングの革
命』という占本が本嵐から押収されたjに象徴さ

11丹、

(1954) 

が教える。

翌年、 l月、さて、昭和研究会が解散

和研究会の配事会員の手元には、

ブ謄写の手紙が届く。

ようなタイ

拝啓時下I~J寒の銭高'車:愈々御金築の段奉賀

!侯

練者嘗昭和研究曾解散の事情に闘して

て申上{侯如くに御感候処従来本舎とJJIJ懇の間柄

に有之候壮年調中央協舎の事業に就き御紹介

今後の御支援椙仰度得願政に一筆者上仕

!段
いて

り度全運動が我躍に予告

足以米既に十三年、今日日本独自の中幣壮年!回

を中核とする圏民運動たることを諒推せ

後共和j分の御援助御協力を賜はるの築を得度く

幾重にも奉懇願次第に御鹿

敬

昭和十六年“円七

史

ともに

(1940)が同封され

り1-.る力壮年岡中央協曾J

それは、「館棋連動は本

ら盛り る力が生れ、

なされるべきものだ、然し残念ながらそ

の/りがなかったためかう

あるJ 近街首相は新韓説

る。jから書きはじめられている。

また、『壮年・顛 鳴月サ

(194 1)には、用事長投勝文夫の「年頭に~り

とよさに、青森県聯合壮年額副閤長

の「翼賛運動の本顎と壮年圃J

られたので

りi二がること

しかし、『翼奨

i主戦争完

くことにな

下手文閥社合事業の帰趨』

るように制 歩むのであ

る。
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